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一般会計歳入〔図『1〕

決 算報平成2年度
歳出の内容をr健成 ・生きがいと文化のまちづくり」

「快適で住みよいまちづくり」「活気と魅力に満ちたま

ちづくり」「行政の推進」「ふるさと活性化事業」に分

類し． 主なものを列挙すると次のようになります。

平成2年度の決算ガまとまりました。町政は，皆

さんから納めていただく税金や圏からの地方交付税

などを財源として運営されています。ここでは一般

会計を申J山に紹介します。

61億8,818万円蔵入3霊康・生きがいと文化のまちづくりl~J

59億6,162万円歳出

町税
I Gt愈7,482万円
(27.1%) 

般

会

計

決

算

平
成
2
年
度
の

一
般
会
計
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
6
1
憶

8
、
3

1
8
万
円
、
歳
出
総
額
5
9
億

6
、

1
6
2
万
同
で
、
差
し
引
き
2
億

2
、
1
5
6
万
円
と
な
り
、
こ
の

差
引
残
金
は
平
成
3
年
度
に
繰
り

越
さ
れ
ま
す
。

歳

入

状

況

の

図
ー
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
蔵

入
つ
ま
り
町
に
入
っ
て
き
た
お
金

で
す
。
前
年
度
に
比
べ

6
億

9
、

9
4
5
万
円
（
1
2
・
8
%）
の

聞
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
主
な
要

投
資
的
経
費
は
、
生
涯
学
習
館

・

ふ
る
さ
と
美
術
館
建
設
事
業
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
建
設
事
業
、
歴
史
公

園
整
備
事
業
、
都
市
計
画
街
路
整

備
事
業
、
公
営
住
毛
建
設
事
業
、

中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
事
業
、

町
営
墓
地
整
備
事
業
な
ど
の
各
種

建
設
事
業
で

1
9
億

9
、
8
8
8

万
円
〈
対
前
年
度
比

3
0
・
3
%

増
）
、
全
体
の

3
3
・
5
%に
な
り

ま
し
た
。

さ
ら
に
、
義
務
的
経
費
は
、
人

件
目
、
扶
助
白
（
生
活

・
医
療

・

教
育
扶
助
）
、
公
償
資
（
町
偵
の
償

越
金
）
で

2
1
億

3
、
6
5
4
万

円
で
全
体
め

3

5
・
8
%
、
そ
の

健康増進対策費・・・・－一－－－－－－－－－－－－－－－－一－－－一一..3,206万向
老人福祉資・・一－－－－－－－－－－－－－一一－－－－一－－－－－－－一一一 4,242万阿
保育所連常費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・・4億 4,049万円

小中学校通常'J!l.・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・・・ー・・ーー・・・・・・3憶 918万円

背王手・婦人・児ffe..クラブ各随活動資・・・・・・・・・… ・・・ 767方向
体育振興事業政.................................... 1,042万円

社会体行施設抑制.tJ5.，，＇！佐賀・....................！億7,370万円

（快適で住みよいまちづくり！こ】
道路新設改良l}＼.議決－－－－－－－－－－－－－－－－－－・ーーーー2｛怠3,632方向
都市計画事業費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・1偲3,602万円

無封書街づく り’r~縫1~....................... ・ l f怠2,324方向

災答復旧，Jj.来的・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2,969万円
住宅対策本業費・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・2億 8,494万同

河川 ・治山.tf＼＇.；：！捻＇｛＇（・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l ,502万円

環噴衛生 ・清掃併推賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ー・l{窓2,965万円

）内は一人当たりの金額

7億 1,932万円（3万9,678円）

8億4,545万同（4万6,635円）

2,097万円（ 1,157円）

6,863万円（ 3,786円）

162方向（ 89円）

736万円（ 406円）

1,147万円（ 633円）

町税の内訳 （

－町民税

・固定資産税

．鮭自 動車 税

・町た ばこ 税

－特別土地保有税

．入湯税

・水利 地接 税

因
は
、
問
税
三
税
の
他
に
、
消
山
氏

税
及
び
固
た
ば
こ
税
の
総
額
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
と
各
組

建
設
事
業
に
か
か
る
国

・
県
支
出

金
及
び
地
方
債
の
大
幅
な
矧
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

歳

出

の

状

況

歳
出
で
は
、
目
的
別
に
み
る
と
、

総
務
費
（
ふ
る
き
と
活
性
化
事
業

を
含
む
）
、
土
木
費
、
農
林
水
産
業

費
、
教
育
費
、
衛
生
費
、
民
生
費

の
順
で
多
く
の
支
出
と
な
り
ま
し

た
ま
た
、
性
質
別
で
は
図
｜
Z
の

性
質
別
構
成
比
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

他
は
、
維
持
補
修
費
、
補
助
費
、

物
件
費
、
積
立
金
、
投
資
及
び
出

資
金
な
ど
で

1
8
億

2
、
6
2
0

万
円
、
全
体
の

3
0
・
7
%と
な
り

ま
し
た
。

性質別歳出構成比

2年度｜35.8% I 33.5% I 30.7% I 

戸；玄1鈴

I 30.8% ・1 28.8% I 

民気と魅力！こ満ちたまちづくり l~J
農地 ・良 .ill鞍 備併 殺'J't・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・2億7,373万同
農村総合型完備事業望者・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 6, 191方向
林道家業費・ー・・・・・・・・・............................1f~3.593)j円

農村地戚定住促進対策~~佐官・．．．．．．．．．．・・・・ 1億5.703万同
水産業服 興事 業＂＇｛＇（................................. 3. 592万円

商工業振興事業＂ Pl・・・・・・・・・・・・・・・・・................ 6. 907万円
観光.'j＼＇.業費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・－ －－－－－－－－一－－－－－－－－－ーー 2,768万円

38.2% 

度年内‘J
V

C
O
 

（ 行政の推進に
友好都市事業'J!l・・.. ・・・・ .............................一 116万円
海外派遣交流－1＼＇..書館賞・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・ー・・・ー817万同
0 A化推進事救'f'l・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 145万円

l五負託行i政資・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ l億 67071同
公イ災被・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．・・・・4低 2,340万円

40.4% 

－
平
成

2
年
度
決
算
報
告

＠

性質別歳出〔図そ〕

議会費農林水
産業費＼14.696.

〔 ふるさと活性化事業費 】
F 『『Fー？ーーー唱’
0 4吾云・
....... ~·c.／ ~~ － 、生i医学習舵・ふるさと尖術館拙設事業費 1憶8,086万円

例文化・体育航興公社，•H-trl 金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3,00071同
緑の マスタープラン作成4栄町..................391万円
キ ャッチフレーズ・シン ボル マー ク作成事業費194万同

歳入 蔵出 差ヲi
国 保 ~ 計 93,672 88.118 5,554 

老人保健医療会計 162.353 159,869 2,484 

診療 所 会 計 6,026 4,805 1.221 

簡易水道会計 6.744 6,246 498 

用地 取得会計 25,023 25,023 。
用 水 ぷ2五〉． a・1・ 5l0 463 47 

奨学資金会計 100 92 8 

（万円）計特別会
1憶889万円10憶5,501万円6憶4,080万円6億5,565万円3,893万円8憶7,185万円

人件費

ISj意8,611方向

(26.6%) 

〈ちは占める割合

艶

59億6,162万円〉（歳出総額

支多

．一般会計目的別歳出

~！~ 霊宝
y、 c

復旧費

... ~~藤
誠~！／
2,969万円

｛万円

差引

会~笠2
ム 6,059

ム 11,693

企業会計（泊病院）
歳入 ｜歳出

29, 902 I 3s, 961 

－
平
成
3
年
旬
月
号

＠
支
一
支

収益的収

資 本 的収

計
11意2,474万円

ちょっと考えてね。四字熟語。ご家族の皆きんで楽しんでください。（答え1117ページ）

8憶7,589万円1 t意5,961万円7憶4.334万円

1) 危口一口……危険がぎりぎりのとニろまで．いわば君主の毛一本ほどのわずかの差のところまで迫っているきわめて危ない僚をいう。



却 1

靖国－・E盟晴－一一ーで議制問輔悶曽田輔醐剛聞

柄拘がゆ
-
由
井
裕
史

（
引
歳
・
舟
川
新
）

＝＝・EEニ

仁
冨込~ 

は
、
走
り
幅
跳
び
で
見
事
金
メ
ダ
ル
、
百
い
川
走

で
も
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
「
練
習
を
始
め
た
の
が

大
会
の
こ
か
月
前
。
し
か
も
走
り
幅
跳
び
は
練

習
な
し
の
ぶ

っ
つ
け
本
番
だ
っ
た
ん
で
す
よ
」

と
笑
い
ま
す
が
、
一
生
に
一
度
し
か
出
場
す
る

こ
と
の
で
き
な
い
こ
の
大
会
で
、
持
ち
前
の
勝

負
強
さ
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

三
年
前
、
加
藤
さ
ん
は
不
慮
の
事
故
で
右
前

腕
を
失
い
ま
し
た
。
「事
政
に
合
っ
て
、
初
め
て

見
え
て
き
た
こ
と
は
数
多
く
あ
り
ま
す
ね
。
し

か
し
、
体
に
障
害
が
あ
る
こ
と
を
理
由
に
逃
げ

て
い
て
は
ダ
メ
だ
と
思
い
ま
す
。
自
ら
が
積
極

的
に
杜
会
に
出
て
い
か
な
け
れ
ば
；
・」。

現
在
、
日
東
紡
績
泊

工
場
の
総
務
課
に
所
属
、

女
子
寮
の
寮
長
も
務
め
る
な
ど
忙
し
い
毎
日
。

「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
来
て
い
る
女
子
研
修
生

が
本
当
に
喜
ん
で
く
れ
ま
し
て
ね
」
と
目
を
細

め
る
加
藤
さ
ん
。
「友
人
た
ち
の
励
ま
し
も
あ
る

の
で
、
も
う
一
度
ゴ
ル
フ
を
始
め
る
の
が
夢
な

ん
で
す
よ
」
と
き
わ
や
か
に
話
し
ま
す
。

しし座

い
ろ
ん
な
こ
と
に
挑
戦

こ
の
春
、
金
沢
の
専
門
学
校
を
卒

業
、
新
し
く
社
会
人
の
仲
間
入
り
を

し
ま
し
た
。
現
在
は
毎
日
、
ダ
ム
や

工
場
、
住
宅
な
ど
い
ろ
ん
な
現
場
へ

出
向
い
て
電
気
関
係
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
忙
し
い
け
れ
ど
充
実
し
た

日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
。
小
学
生
の
こ

ろ
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
て
い
る
ほ

か
、
テ
ニ
ス
や
ス
キ
ー
な
ど
、
何
で

大勤務先日本海電業側

カ血液型 A型 女星座名

会趣味スポーツ全般

さ

ん

も
や
り
ま
す
。
と
に
か
く
、
体
を
動

か
す
こ
と
が
大
好
き
な
ん
で
す
。

当
面
の
目
標
は
、
ま
ず
仕
事
を
十

分
に
マ
ス
タ
ー
し
て
一
人
前
に
な
る

こ
と
。
そ
し
て
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

挑
戦
、
将
来
は
自
分
の
手
で
家
の

一

軒
や
二
軒
く
ら
い
は
建
て
ら
れ
る
よ

な
男
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

に
ぎ
や
か
す
ぎ
て
落
ち
着
き
の
な

い
の
が
欠
点
で
す
が
、
現
在
ガ

l
ル

フ
レ
ン
ド
を
募
集
中
で
す
。

輝
き
の
あ
る
瑞
々
し
い
人
に

長
男
の
浩
輝
は
、
人
な
つ

っ
こ
い
甘
え
ん
坊
。

弟
た
ち
の
面
倒
を
見
て
く
れ
る
頼
も
し
い
兄
貴

で
す
。
自
転
車
に
乗
れ
る
の
が
自
慢
で
、
最
近

で
は
料
理
に
縫
っ
て
い
て
カ
レ
ー
と
目
玉
焼
き

が
得
意
。
で
も
、
す
ぐ
に
涙
が
出
て
、
弟
に
慰

め
ら
れ
る
こ
と
も
シ
パ
シ
パ
あ
り
ま
す
。

次
男
の
昭
人
は
、
超
元
気
印
の
マ
イ
ペ
ー
ス

型
で
傷
め
絶
え
間
が
あ
り
ま
せ
ん
。
屋
内
で
遊

ぶ
こ
と
が
多
い
こ
の
ご
ろ
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
り
余

っ
て
い
る
よ
う
で
、
部
屋
の
中
は
戦
い

の
あ
と
で
い
っ
ぱ
い
。
半
面
、
歌
や
踊
り
が
大

好
き
な
優
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

三
男
の
瑞
季
は
、
周
り
で
ど
ん
な
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
て
も
、

手
近
な
ロ問
を
味
見
し
な
が
ら

一
人
で
コ
ロ
コ
ロ
と
遊
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
元
気
に
ノ
ビ
ノ
ビ
育
っ

て
い

る
わ
が
家
の
三
人
、
こ
の
ま
ま
自
分
ら
し
い
輝

き
を
持
ち
、
人
と
し
て
考
、
え
る
力
を
蓄
え
、
常

に
瑞
々
し
く
あ

っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

白馬クラブ

県
社
会
人
リ
l
グ

三
部
昇
格
達
成

わ
れ
わ
れ
「
白
馬
ク
ラ
ブ
」

は
、
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
チ
ー

ム
と
し
て
昭
和
四
十
八
年
に

創
立
さ
れ
た
伝
統
と
気
品
に

満
ち
た
川
ク
ラ
ブ
で
す
。

五
年
前
に
諸
先
輩
か
ら
ク
ラ
ブ

を
引
き
継
ぎ
、
新
生
白
馬
と
し
て

ス
タ
ー
ト
。
そ
し
て
、
今
年
つ
い

に
悲
願
の
県
社
会
人
リ
ー
グ
三
部

昇
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
何
度
も
惜
し
い
チ
ャ
ン
ス
を
逃

が
し
て
き
ま
し
た
が
、
抜
群
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
と
精
神
力
で
四
部
リ
ー

グ
で
優
勝
、
そ
し
て
決
勝
リ
ー
グ

も
制
し
、
苦
節
五
年
、
よ
う
や
く

一
つ
の
壁
を
突
破
で
き
た
の
で
す
。

練
習
は
火

・
木
の
週
二
回
、
笹

川
小
学
校
で
や

っ
て
い
ま
す
が
、

見
事
な
キ
ッ
ク
力
で
数
多
く
の
ガ

ラ
ス
を
割
る
な
ど
、
学
校
に
は
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

怠

巴主

Z圃・m・圃・ー

信
て〉

熊坂律子さん（福島県保原

町）は，キャリア25年のベテ

ランガイドさん。「仕事がら，

月に 2固くらいは北陸地方へ

お客機をご案内しますよ J と

話します。

ぷ〉
さあ

Cニーミニー
｜
｜
朝
日
町
へ
は
初
め
て
？

熊
坂

い
い
え
、
も
う
何
度
も
来

て
い
ま
す
よ
。
今
回
は
北
陸
方
面

へ
の
ツ
ア

l
に
応
募
さ
れ
た
四
十

一
人
の
お
客
様
を
お
連
れ
し
、
四

泊
五
日
の
日
程
で
近
江
八
景
や
山

代
温
泉
を
回
っ
て
き
ま
し
た
。
今

日
は
朝
B
イ
ン
タ
ー
で
下
車
、

司

官
河
豚
美
術
館
や
歴
史
公
園

色

を
見
学
、
こ
れ
か
ら
町
内
の

7

～

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
で
タ
ラ
討
を

額増

H

た
ら
腹
。
食
べ
て
か
ら
帰

控

る
予
定
で
す
開
。

門

出

｜
｜
朝

日

町

の

印

象

は

？

面

熊
坂

と
に
か
く
水
が
お
い

通

し
い
の
と
、
小
川
温
泉
の
お

望

湯
の
素
晴
ら
し
き
が
印
象
的

翠ぺ－
ih調
柿
汁い

で
す
。
ヒ
ス
イ
海
爆
も

有

名

古

で
す
し
、
北
陸
自
動
卓
道

が

酢

全
線
開
通
し
た
際
、

記
念

イ

謡

ベ
ン
ト
と
し
て
歩
こ
う
会
や

可

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点
。

わ
れ
わ
れ
の
部
室
は
、
言
わ
ず

脚

と
知
れ
た
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
越
屋
。

明

試
合
ご
と
に
反
省
会
を
聞
き
、
大

酒
を
浴
び
て
い
ま
す
が
、
サ
ッ
カ

ー
だ
け
で
な
く
、
少
し
で
も
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
し
よ
う
と
い

う
の
が
ク
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
。
「
来

た
と
き
よ
り
も
美
し
く
。
残
す
は

感
謝
の
み
」
の
精
神
で
、
キ
ャ
ン

プ
な
ど
で
も
ゴ
ミ
を
残
さ
な
い
こ

と
も
自
慢
の
一
つ
で
す
。

三
部
昇
格
を
果
た
し
、
今
わ
れ

わ
れ
二
十
名
は
燃
え
て
い
ま
す
。

－

来
シ
ー
ズ
ン
に
向
け
、
メ
ン
バ
ー
や

血

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
募
集
中
で
す
の

‘

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
連
絡
先
宮
邸
”
2
5
5
9
佐
渡
）

ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
催
し
が
あ
っ
た
で

し
ょ
う
。
北
陸
自
動
車
道
を
走
っ

て
い
て
朝
日
町
を
通
る
と
き
は
、

よ
く
そ
の
話
を
お
客
様
に
す
る
ん

で
す
よ
。

ー
ー
で
は
最
後
に
福
島
県
の

P

R

と
町
の
人
た
ち
に
ひ
と
言
。

熊
坂

福
島
県
は
会
津
と
浜
通
り
、

中
通
り
の
三
つ
の
地
区
に
分
か
れ

て
い
ま
す
が
、
ニ
ッ
ト
と
桃
が
有

名
で
す
。
実
は
、
私
の
娘
が
今
年

ミ
ス

・
ニ
ッ
ト
に
選
ば
れ
ま
し
て
、

福
島
の

ニ
ッ

ト
を
全
国
に

P
R
し

て
い
る
ん
で
す
よ
。
ま
あ
、
と
に

か
く
、
福
島
に
は
飯
坂
祖
泉
も
あ

り
ま
す
し
、
親
切
で
人
情
味
の
あ

る
人
い
か
多
い
で
す
か
ら
、
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

－
平
成
3
年
口
月
号

＠

口明白大…・・・やま しいところのない．堂々 とした様をいう。(2) 三口口計……因ったときには．あれ、これするより．すきを見て逃げ出し， 命を全うするのが兵法上r>最上の策である というこ と。転じて．
めんどヲなこ とが起き たときにr.t..iさげるのがいちばんょいと いうζと。

(3) 



大蔵宏子さん

（羽入・18歳）
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T D'worry(l4) 

各種のイベントを開催する

際，だれしも気をもむのが

晴天か雨天かという天候の行

方。幸い，町民体育祭は天候

に恵まれ，無事終えることが

できましたが，次は来春予定

の雪まつり。雪がたくきんあ

って，かつ，晴れることを願っ

ています。

ところで，今は全国どこで

も各自治体が特色ある町づく

りに取り組んでいます。富山

県では来年「ジャパンエキス

ポ富山’92」が開催されます

が，町民の皆さんには一人で

も多くご覧になっていただき

たいと思います。また，朝日

町の友好親善都市，岩手県釜

石市でも来年の7月4日から

9月15日まで， 「光る海輝

i町長めひとりごと
亀

%
z
－ea鎗．
，
＆
uv
金
援
鰻
f
ι
E匙
S
清
鑑

； 
~ 1 

(5) 

官このページをみん怠でつくるペー

ジ！こしたいと患います．イラストや

マンガ，ご憲男，皆さんlこ知らせ程

いこと，なんでもけつこうです．ど

しどしお稽ゼください．

紙上竃名13:，その旨をはっきり．

いて，住所，氏名を明記して送って

ください．また，広報係で13:，広綴

あさひlこ対するご憲男や，取り上げ

てほしい問題主主ど皆さんの声をお待

ちしています．ごー草震を．

TMAYBE(14) 

山川

阜

王

冷
ンJ

リ

H
V
．

4μ

－フ

v
 

さお・σ3
つ

｛
が
ん
ば
っ
て
食
べ
る
）

（3
歳
児
）

A
く
ん
「
ジ
ム
ツ
ト
マ
ン
も
フ
ア
イ

プ
マ
ン
も
干
し
ぶ
ど
う
か
ら

あ
、
ミ
ル
ク
か
ら
あ
、

ど
っ
た
ク
」

保
母
「
う
ん
」

A
〈
ん
「
ぼ
く
フ
ァ
イ
ブ
マ
ン
に
な

る
も
ん
」
（
だ
か
ら
が
ん
ば
っ

て
食
べ
る
と
い
う
頻
に
）

包
〈
ん
「
カ
メ
ン
ラ
イ
ダ
ー
に
な
る
。

ピ
ー
マ
ン
食
べ
て
」

C
く
ん
「ジ
ェ
ッ
ト
マ
ン
に
な
る
も

ん
、
ぼ
く
」

A
くん

「
フ
ァ
イ
ブ
マ
ン
っ
て
、
怪

獣
や
っ
つ
け
た
ね
」
（
「先

生
知
っ
て
る
ね
」
と
確
か
め

て
か
ら
者
必
し
て
食
べ
始
め

る）

（
か
わ
い
い
女
の
子
〕
（3
銭

5

何
ち
ゃ
ん
「
お
い
し
い
も
ん
い
っ
ぱ
い

食
べ
た
ら
、

日
な
高
な
る
ん

Vとらぷるめーか一（14)
._ .. ., .. ,. ，，の骨内町同以・内 刊

~， ー 榊九も＼

＇ ~·1れんも d
骨＞1b'

¥.lll'¥"i外
It 1/，れは
n .i.1 
を~－－.

飲
ん

口総自口…自分に必要なものは自分で作って，他の力を｛昔7ずにその要を満たすことをいう。

や
っ
て
」

保
母
「
だ
れ
が
言
っ
た
の
つ
・」

M

川
ち
宇
ん
「
パ
パ
」

保
母
「
じ
ゃ
、
い
っ
ぱ
い
食
べ
て

か
わ
い
い
・
交
の
手
に
な
ろ
う

ね」

rん
ぐ

M
〈
ん
「
そ
し
た
ら
天
拘
の
は
な
に

な
る
ん
や
ぜ
」

〔
金
歯
が
な
い
）
（2
歳
児）

保
母

「
R
ち
ゃ
ん
、

歯
み
が
き
し

た
の
つ
・
」

宍
〈
ん
「
先
生
、
金
歯
（
治
癒
海
み

の
歯
）
も
ち
ゃ
ん
と
み
が
い

て
き
た
よ
」

何
ち
ゃ
ん
「何
ち
ゃ
ん
ね
え
、
金
歯
な

く
な
っ
た
が
や
っ
そ
」
（
実

は
附
子
は
も
と
も
と
虫
歯
の

な
い
き
れ
い
な
歯
を
し
て
い

る）

(4) 

広
報
ク
イ
ズ

⑮

（問

題
）

①
平
成

2
年
度
一

般
会
計
決
算
の
歳

入
で
一

番
多
い
の
は
？

＠
町
税

⑮
地
方
交
付

税

。

地
方

車京②
町
民
体
育
祭
は
今
年
で
何
回
目
？

＠
幻
回

⑮

お
因

。

お
回

。
③
朝
日
町
で
「
秋
の
褒
章
」
を
受
草

さ
れ
た
の
は
何
人
？

＠
2
人

⑮

3
人

0
5人

｛応

募

方

法
）

ム
H

は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
は
月
は
日
ま

で
朝
日
町
役
場
総
務
謀
総
書
広
報
係

へ
送
っ

て
く
だ
さ
い
。
抽
選
で
3
人

の
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
。

合
前
回
の
当
選
者
は
、
河
原
美
里
さ

ん
、
W
A
T
E
R
I
N
P
さ
ん
、

剣
純
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

（正

解
は
①
｜
⑮、

②
l
⑮、

③

1
0

お
通
中
正
解
は
加
通
）

清廉口o......心も行いも清〈正しくて，決して私手lj私欲に走ったり不正なことをしたりすることのないこtをいう。

晶

〈未来三陸海の博覧会」が

聞かれます。町としてもこれ

を機に一層の友好を深めたい

と考えています。

先日，町内のホテルの竣工

式の席上， h うみ彦・やま彦・

夢産地’の朝日町において…」

という県知事きんの祝辞があ

りましたが，町のキャッチフ

レーズも少しずつ浸透してい

ることを実感，うれしくなり

ました。

私自身，体調の方も回復し，

積極的に職務を遂行したいと

意を新たにしております。「町

長と話す集い」でも多くの貴

重な意見を賜りましたが，今

後もより一層の町民各位のご・

指導を仰ぎたいと思っていま

す。 (11月16日記）



2年に 1度の

町民体育祭

第
幻
田
町
民
体
育
祭
が
叩
月
初
日
、

民
総
合
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

2
年
に

1
度
開
催
さ
れ
る
町
で

一
番
大
き

な
こ
の
体
育
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
約
3
、
0
0

0
人
が
参
加
。
秋
空
の
も
と
各
種
競
技
に

快
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

な
お
結
果
は
、
接
戦
の
末
、
前
回
に
引
き

続
き
犬
家
庄
地
区
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

／川
船
同
紙
t
f

＼泌
J

J

一デ一
地

u

目T

若
干
の
明
加
を
み
た
だ
け
で
あ
っ

た
が
、
内
容
的
に
は
か
な
り
な
進

歩
が
見
受
け
ら
れ
る
。
入
賞
者
は

年
長
者
が
多
い
よ
う
だ
が
徐
々
に

年
代
的
な
交
替
が
見
え
、
若
い

人

に
優
れ
た
作
品
が
発
見
さ
れ
、
心

強
く
も
あ
り
う
れ
し
く
も
あ
っ
た
。

今
後
、
」
れ
ら
の
人
・が
ど
の
よ
う
に

成
長
し
て
い
く
か
楽
し
み
で
あ
る
。

（
水
島
俊
光
）

〈
彫
刻

・
工
芸
v

今
回
は
さ
ら
に

公
募
点
数
が
少
な
く
低
調
で
あ

っ

た
が
、
個
々
の
作
品
に
つ
い
て
は

好
感
の
持
て
る
も
の
も
あ

っ
た
。

多
棋
の
素
材
を
使
用
す
る
工
法
作

品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
素
材
を
い

か
す
こ
と
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。

（
殿
村
謙
太
郎
）

〈
写
真
〉

出
品
点
数
が
少
な
く
、
大

書
術
の
紋

朝
日
町
美
術
展

第
ロ
回
朝
日
町
美
術
展
は
、
日

月
2
日
か
ら
4
日
ま
で
教
育
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
高
校
生
か
ら
鈎
歳
代
ま

で
の
幅
広
い
年
代
か
ら
、
絵
画
や

書
、
彫
刻
・
工
芸
、
写
真
の

4
部
門

に
約
問
点
の
力
作
が
寄
せ
ら
れ
、

連
日
多
く
の
町
民
が
訪
れ
ま
し
た
。

審
査
員
講
評
〈
絵
画
〉
出
品
数
が

岡
山
え
、

作
品
規
格
も
大
き
く
な
り

油
彩
、
水
彩
、
版
画
と
ジ
ャ
ン
ル

の
幅
が
広
が

っ
て

い
く
こ
と
も
喜

ば
し
い
が
、
持
続
し
て
の
出
品
者

が
多
く
な
り
、
内
容
的
厚
昧
を
年

ご
と
に
加
え
て
い
く
こ
と
は
、
町

展
の
将
来
や
地
域
の
文
化
を
考
え

る
上
で
き
わ
め
て
喜
ば
し
い
こ
と

で
あ
る
。

（

松
倉
唯
司
）

〈
豊
富
〉
出
品
数
は
昨
年
に
比
べ
て

竹
内
ヨ
シ
エ

魚

津

忠

明

林

和

子

該

当

な

し

－
町
民
体
育
祭

。

第
9
回
富
山
県
駅
伝
競
走
大
会

（
%

富
山
1
高
問
問
）

－
下
新
川
郡
チ
！
ム

男

子

叩

位

女

子
叩
位

第
7
回
ピ

l
チ
ポ
ー
ル
協
会
長
杯
大

会

（兼
県
大
会
予
選
）

V
男
子
一
部
・
A
ク
ラ
ス
l
位
苛
組

2
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
愛
好
会

A

－
B
ク
ラ
ス
1
位
犬
家
庄
ビ
ー

チ
ポ

l
ル
愛
好
会
2
位
富
崎
B
v

c
・

cク
ラ
ス
1
位
い
い
ち
こ
B

2
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
ボ

i
ル
愛
好
会

・
D
ク
ラ
ス
l
位
大
家
庄
ビ
ー
チ
ボ

i
ル
愛
好
会
2
位
い
い
ち
こ
A

V
女
子
一
部
・
A
ク
ラ
ス
1
位
平
柳

ア
ル
フ
ァ
1
2
位
ゲ
ル
メ
｜
ツ

－
B
ク
ラ
ス
l
位
桜
町
A
2
位
大

｛
掛
か
庄
ニ
ュ

ー
ス

マ
イ
ル

・

cク
ラ

ス
l
位
大
家
庄
ス
マ

イ
ル

2

位

お

れ
ん
ぢ

V
女
子
二
部
・
A
ク
ラ
ス
1
位
か
っ

さ

か

A

2

位
B
V
水
曜
会

・
8

ク
ラ
ス
l
佐
高
士
チ
ー
ム
2
位
泊

一
区

・

cク
ラ
ス
1
位
か
っ
さ
か

D
2
位
富
士
チ
ー
ム

第
日
回
夜
間
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
%

1
%
町
民
総
合
体
育
館
）

－
男
子
l
位
三
枚
橋
2
位
草
野

－
女
子
1
位
五
筒
庄
2
位
泊
三
区

第
M
田
町
民
駅
伝
競
走
大
会

（
%
町

内
6
区
間
初
回
）

－
地
区
対
抗
の
部
l
位
大
家
庄
体
協

A
（
九
分
出
秒
）
2
位
山
崎
体
協

A
（
九
分
叩
秒
）

・
ク
ラ
ブ
対
抗
の

部
l
位
朝
日
中
陸
上
部
A
（

η
分
日

2
．N比
水
’
品
依
子
（
日
分
特
秒
）

区
水
野
美
智
（
日
分
問
秒
⑮
）

区
蓬
沢
静
絞
（
日
分

μ
秒
⑮
）

・
5

比
水
嶋
監
（
日
分
3
秒
）

・
6
K
一西

凶
奈
々
江
（
9
分
2
秒
）

（＠
は
区
間
新
記
録
）

ス
キ
！
ツ
ア
i
＆

レ
デ
ィ
ー
ス
・ス
キ
l
教
室

O
栂
池
ス
キ
ー
ツ
ア
ー

期
間

平
成
4
年
1
月
お
臼
切
i

l

紗
）
2
位
朝
日
中
サ

ッ
カ
ー
部
A

（刀
分
心
秒
）

・
女
子
の
部
l
位
朝

日
中
陸
上
A
（
幻
分
お
秒
）
2
位

R
S
ク
ラ
ブ
（
部
分
間
ω
秒）

V
区
間
賞

・
地
区
対
抗
の
部

・
l
区
伊
藤
政
博
（
ロ
分
臼
秒
）

2
区
水
野
哲
也

（
日
分
問
秒）

・
3

区
森
聞
紙

（
日
分
日
秒
）

・
4
区
西

国
重
和

（
日
分
位
秒
）

・
5
区
林
清

唯
（
9
分
以
刊
秒
）

・
6
区
稲
街
優
（
7

分
問
秒
）

－
ク
ラ
ブ
対
抗
の
部

・
l
区
石
橋
康
徳
（
日
分
M
秒
）

2
区
広
刷
直
人
（
日
分
引
紗
）

・
3

区
石
橋
智
巴
（
日
分
日
秒
）

・
4
区

安
達
忠
行

（M
H

分
犯
秒
）

・
5
区
門

口
臨
人

（
9
分
2
秒
）

・
6
区
石
井

徹
（
7
分
問
秒
⑮
）

－
女
子
の
部

・
1
区
古
沢
悦
子

口口即断一決定や決断なと＼すぐにその場で決めてしまう ことをいう。

（日
分
2
秒
）

(6) 

3 

H
m白
川

（

1
的

2
8

）

場
所

栂
池
高
原
ス
キ
｜
場

参
加
費

1
2
0
0
0
円

定
員

部
名
（
先
着
順
）

O
レ
デ
ィ
ー
ス
・
ス
キ
ー
教
室

期
日

平
成
4
年
2
月
6
白
川
附

場
所

糸
魚
川
シ
ー
サ
イ
ド
バ
レ
ー

ス
キ
l
場

参
加
費

1
0
0
0
円

定
員

初
名
（
先
着
順
）

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
教
背

景
山
合
員
ム
お
へ
。

4 

県
少
年
少
女

自
作
資
謡
大
会

舟
橋
志
津
子
さ
ん
（官仲）
が

位

(7) 大口成口…一大きな願いごとが実現することをいう。

日
月
四
日
に
開
か
れ
た
第
叫
岨
県

少
年
少
女
自
作
童
話
大
会
で
、
下
新

川
郡
代
表
と
し
て
出
場
し
た
刺
日
中

学
校
1
年
の
舟
橋
心
津
チ
さ
ん
の
作

品
「
も
ち
代
官
」
が
見
事
l
位
に
選

ば
れ
、
最
優
努
賞
に
あ
た
る
大
井
冷

光
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

属桃炎について
肩桃がはれてのどが痛くな

り38度以上の高熱がでる扇桃

炎は，耳鼻咽喉科ではよくみ

られる病気です。

扇桃炎は，抗生物質や消炎

鎮痛剤などの薬の服用で普通

はすぐに治りますが，慢性化

するとやっかいな病気を引き

起こす原因になることを，み

なさんは御存知でしょ 7か。

肩桃は、4,5オまでは口

や4・M、ら入ってくるばい菌を

つかまえて退治する大事な免

疫臓器なのですが，大人にな

るにつれて小さく なり．そ し

て免疫の働きがな くなってき

ます。そうなると．蔚桃がば

い菌の繁殖するたまり場にな

ることがあり，ひどい場合に

は腎炎や lJウマチ熱，心臓病，

皮膚病を起こす原因になるこ

ともあるのです。このような

場合には蔚桃摘出手術の対象

となります。また，年に 4回

以上庸桃炎をおこす場合や庸

桃が大きすぎて呼版困難をき

たす場合も手術の対象になり

ます。

自分やお子さんが蔚桃炎を

くりかえしている場合には手

術が必要な場合がありますの －

で＼一度耳鼻科医に相談して

下さい。

ネ申f翼
団だ壁

憲清
一 い喉

ち科

先医
生長

..の現場かS

－
平
成
3
年
位
月
号

。



境
地
区
（
同
名
）

J皮 j皮水水水水水 7k水水水 Jf＇くj資恨社l

は
だ
す
の
思
い
出

大
人

a自
覚

T

J

s

朝

日

町

成

人

者

名

簿

（村
山
刊
は
山
？
と

ill jJ_」品品島 島島 市向烏，1；；； 品川建中

健

宏

之

容

子

つむ

樹

克

成
め
ぐ
み

正
弥
〆
T

良

子
au干

ρ
U
A
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ふ
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m
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大

地

祐
加
子

弘

チ

美

紀

十￥

久

宮
崎
地
区
（
8
名）

水水中金槌 背 松｛本

島島谷子水島津国

運鈴、 !Kt千硲 正 和

初I 笹
川
地
区
（
6
名
）

谷

’ 『r
TiJ,( 

栄えある受章
うございます。おめでと

司人美恵 幸二 美鶴

長竹小勝勝

井内林回 目

飾美文孝伸

泊
一
区
（
お
名
）

戸水松氷水野岡 氷 松丸古が｛子亀 i手 ：笹：検大栴 i畢 J)ffiJ}i. 

見本岡市白嶋谷刷川越 平 注目3内東

香
国
十九小

山

呼

利

4
3

か
ず
チ

佳

代
俊

介
崎

美

一努
樹
志

則

チ
砧
〆
寸

訪

rT

直

問

中本
T

L

T

由

香
慶

子

純

子

小
百
合山一程一

』国

p
y
r－

－－u
’Y市
－H
J

裕

美

奈
保
イ

勢

策

山円一川

七み

崎山本井 J：.）村

代鈴 子 成弘

泉庚高

川畑

呈

加

臨

時

幸

太
久
哉

泊
二
区
（
例
名
）

内居間諸島大 上 小九川大岩 ~Jr 大大丸花梅 上 寺犬長 寺 米辻
野谷

i事原杉木上村井谷村谷岡 房 i号野回．田川崎凶

，，AE
 

州
一且代子勤史渉

れ
制

T悲党忠

千

円川

由
虫
子宏

真
由
美

景

チ斉美子
明

Fe
向山一一一叫

干•；•麻 j草~ 秀綾恵

川 i岐部医：

紀 JJH謙

艶

風

骨

即

持

品

恥

富 山県功労者表彰

藍

綬

褒

章

平成3年秋の褒章 ・

｜県功労表彰｜

大家庄

農事生産組合
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’ 川東聞記J 口藤野保 j響 IJ~ I LI .t:b ro.＇； 品本ふ聞本水深津湯沢被和凶津弁 国

江
理
子

良

恵
由

美
子

佐
知
子
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管
一日

命
制

H
W

麻

尖

由

来

円

い一々

夫

助

（

干佳

卓

也

釈

博
利
恵
，r寸

隙

v十

茂

伸

虫

下
一rJ
X
S

か
お
リ

明
」
ム

昔

子

義

博
茂

投

博

加
奈
子

詩

千

足
J

↑
ze

い
制
H

吹
川寸

由
紀
子

じ山

H
J
I

－
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刷
州

銀

R
h
u

ロu
b

玄
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目

的

m
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間

庚
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年

時

中

F
4
m
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6

成

前

日

率
年
1

朝

割以

き

る

E
EF

こ

と

と

松長 i〔i;i伎 f*'j t~I ；青 j両川青

i宰 ｜略的辺町’山水井端木

良

一

勇

一
ル

ミ

叫ん宍
裕
紀

幸

忠

利

之

主

英

中山叫

芯

加

哀

弘

正

美

泊
三
区
〈
但
名
）

坂~！f iえ品小越草氷 工F舘魚佐大町笹川1大

裕 裕 篤 ！i¥1：聴 jj車暗 早
紀

子 乃紘美二香隆 ill美紀史子品也 子 樹首

神秘情畑II川 賀 村坂津野見柳

義車~l 紫香里雄

東 I事：井

賀
綬
十後
輩
を
受
畠
草
さ
れ
た
藤
間
利

一
さ
ん
は
、
昭
和
幻
年
か
ら
平
成
3

年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
朝
日
町
大

家
庄
土
地
改
良
区
の
役
員
と
し
て
県

営
ほ
場
終
備
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

地
区
の
土
地
改
良
事
業
に
尽
力
。
こ

の
間
、
昭
和
日
年
か
ら
平
成
3
年
に

か
け
て
は
理
事
長
と
し
て
優
れ
た
手

腕
を
発
機
、
精
力
的
に
職
務
を
遂
行

し
て
地
区
農
業
の
振
興
発
展
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

際
綬
褒
畠
円
＋
を
受
章
さ
れ
た
末
上
克

明
さ
ん
は
、
昭
和
糾
年
に
山
H

術
官
募

集
相
談
員
に
な
っ
て
以
来
、
同
年
か

ら
朝
日
町
白
衛
隊
父
兄
会
副
会
長
、

昭
和
灯
年
か
ら
富
山
県
自
衛
隊
生
徒

父
兄
会
会
長
、
昭
和
的
年
か
ら
，
H
術

隊
富
山
地
方
連
絡
部
友
の
会
会
長
を

そ
れ
ぞ
れ
今
日
ま
で
務
め
ら
れ
る
な

ど
、
長
年
に
わ
た
り
隊
員
募
集
や
入

隊
支
段
、
除
隊
後
の
就
職
あ
っ
せ
ん

な
ど
に
廷
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
功
労
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
大
家

庄
農
事
生
産
組
合
は
、
昭
和
臼
年
に

集
落
内
の
農
家
M
一問
。
を
組
合
い
民
と
し

て
発
足
。
集
部
内
で
の
話
し
合
い
の

中
か
ら
農
業
機
械
の
集
落
装
備
と
共

同
作
業
な
ど
を
採
用
し
て
、
集
落
営

民
体
制
を
総
立
。
労
働
時
聞
の
大
幅

な
節
減
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
に
加

え
、
収
量
ア

ッ
プ
も
図
る
な
ど
、
県

内
は
お
ろ
か
企
図
的
に
も
注
目
を
集

め
る
高
生
産
性
農
業
の
笑
現
に
努
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（長能淳一郎組合長）
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安
市
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4

訂
叫泉

順

子

律

子

明

美

真
由
美

徳

江

巾一日

γ
J

作
日
八
日

－z’
 

友裕浩美和 n:

五
箇
庄
地
区
（
引
名
）

雨前 i自i消河大尾上 j也長
久 谷

J'.i<； 舛： .fl~ 水内保山田！京 JI!

江中鹿山水牧山九七七 j可名安蓬蓬山秀

保

持
縦

美

文

朗

憲
太
郎

利

奈

太
久
裁

敏

彦

裕
佐
子

占
代
子

が

衣

端白熊崎聖子 野本出 j苓濃縮i越遠 j翠 湾問永

昭 裕 紀 育 大 仁 朗 街 義 孝 ： 東 雄理祐 一 珠
紀恵

l導チチ代鱗 窓 士紀幸硲代史チ 子 治人希

大
家
庄
地
区
（
犯
名
）

川森 前上前井弓東西岡名簿に名前が載って

いなくても「成人式J

には出席できます。

島田

ーし
φ
市小春節

ヤ
中耳～イ抄

旬
禾
H

企
則
U

6
争
中勲

ひ
と
み

英

樹

ロ 型f

真理一英防官有

上 川川針川

fニ

i賓 j賓新品住金金山！貨松谷津河 背 松井伺IIllJ松阪商

町村山島山藤 If,〔手 間 flI 1先

久見手IJ

中比
一世限

定

美
美
由
紀

謙
太
郎

英

和

隆

徳

律

子

大

助

桂

木市，
f

み
ゆ
き

尚

也

亜
希
チ

干

し

忠

由
起
子

次

む
朝

子
光

悦

点

紀

小 岩北更佐ゴ二u:長雨 ｛木 谷
々

林崎山回＊井 j実lji本音I)I Fl LU 

谷右小山山山佐由山山勝目薬藤藤藤正長 官j石高清 j背抗告慌－凶 i主 坂稲板背

問弁井 江 脳 i*LI 国

南
保
地
区
（
川
名
）

Jll 

11Ji. さ由宏
ゆ ｛圭

紀り虫樹剛 一 守 称干「l鶴 喬

T桔1ヰIJP：向 THH 

山
崎
地
区
（
は
名
）

LI 

rh 

井川岡本因縁チ｜二崎崎旺i問 団 悶井井出井図 水氷水 野 j準品 古 本村本木

英美雄 j告 登 輝 正 i羊祐 j告泰雄武
由 喜 美

也紀次 二 男彦美子 子 之 チ チ 志 恵 再 朗 被 功 光 ｛ 圭 樹 美 学：美 子 美拓 一 美

健博仁総直兼美由雄君主

住所が朝 日町にない人や

名簿に記載されていない人

でも朝日町で成人式を挙げ

ることができます。希望者

は12月16臼まで教官会員会

(ft83-1100内線 304）へ述

絡を。

( 

－
朝
日
町
成
人
者
名
簿
⑪

竹
内
さ
ん
（抗小）
が
特
賞

嵐
山
県

「
花
と
緑
の
銀
行
」
が
必

集
し
て
い
た
ポ
ス
タ
ー
原
副
で
、
笹

川
小
1
年
の
竹
内
麻
理
さ
ん
の
作
品

が
見
事
特
賞
に
締
き
ま
し
た
。

当
311点の中から特賞に遂ば

れた竹内さんの作品

,';J<; 

消
防
団
秋
季
訓
練

日
月
4
目
、
朝
日
町
消
防
団
秋
季

訓
練
が
笑
施
さ
れ
、
管
内
全
成
で
巡

凶
広
報
、
放
水
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
境
地
区
で
は
防
災
訓
練
と

合
わ
せ
、
地
区
の
皆
さ
ん
も
参
加
し

て
通
報
、
避
難
、
初
期
消
火
な
ど
の

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ

の
日
行
わ
れ
た
消
防
団
秋
季
表
彬
で

は
、
次
の
方
々
が
表
彬
さ
れ
ま
し
た
。

富
山
県
知
事
現
場
表
彰

水
口
明
弘

｛
1
分
団
山
瓜
い
と
、
泊
水

究

（
2
分
団
団
員
）
、中
山
泊
安
（
3

分
団
肝
長
）
、
出
帆
幡
情

（
4
分
間
同

い只
）
、
松
下
宏

一
、
波
辺
光
雄
（
5

分
団
団
員）

、
小
森
之
失

（
6
分
団

班
長
）

、
海
老
真
二
（
6
分
団
団
員
〉、

山
崎
鋭
機

（消
防
本
部
消
防
士）

朝
日
町
消
防
団
長
表
彰

深
井
喜
治

（
1
分
団
団
員
）
、
鍋
引
竹

康
博
（
2
分
団
団
員
）
、搬
森
山
小
市
（
3

分
団
団
員
）
、
寺
国
明
彦

（
4
分
間

団
員
）
、山
口
俊
明
（
5
分
間
団
員
）、

水
品
武
弘

（
6
分
団
同
日
）

消
防
団
長

・
消
防
長
特
別
表
彰

第
必
回
富
山
県
下
消
防
団
消
防
操
法

大
会
ポ
ン
プ
阜
の
部
次
勝
記
念

朝
日
町
消
防
団
第
5
分
間

朝
日
町
長
退
団
者
感
謝
状

山
岡
周
佐

（元
2
分
団
分
団
長
）

清
水
規
明
（
元
2
分
間
副
分
団
長
）、

山
岡
宏

（
元
2
分
団
部
長
）
、
小
坂

幸
男
、
谷
閉
直
造
、
山
間
盛
い
い
畑
（
い
ん

3
分
団
班
長
）
、
西
村
元
成

（元
3

分
団
団
員）

、
米
自
蕃

｛
元
4
分
団

分
団
長
）
、
更
閏
繁
雄

（
花
4
分
団

部
長
｝
、
水
島
和
之

（
広
6
分
間
分

団
長
）

、
柏
木
弘
行
（
元
6
分
間
制

分
団
長
）
、
水
島
晃
、

末
上
宗
作
｛
一応

6
分
団
班
長
）

日
東
紡
チ

l
ム

消
火
競
技
大
会
で
健
闘

日
月
刊
B
、
滑
川
市
て
開
か
れ
た

下
中
新
川
地
区
危
険
物
安
全
協
会
主

催
の
消
火
競
技
大
会
で
、
朝
白
町
か

ら
出
場
し
た
日
東
紡
チ

l
ム
が
、
各

地
区
選
抜
の
強
豪
チ
l
ム
を
お
さ
え
、

次
勝
と
い
う
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

－
平
成

3
年
口
月
号
⑪

白馬之口一 ・いっしょに竹馬に乗って遊んだ友だちの意e幼友だちのことをいう。（紛(9) 亭口口白い一夫が家の中でカを持っていて、非常にい！！っている様をいう。



。 朝日町社会福祉協機会は，

皆さんと共に地繊の福祉向

上を目指す福祉団体です．

・場所

朝日町福祉センター内

ft83-0576 

：で 10 ~ 
開月第 刈
催 21 12 ‘4 
き日回 ，、
れ、福 lJ
、老祉 2ζ 

福人ふ II J 
祉福れ｜ 可’
関祉あ 1 A 
径セ竺 第’；？注
目三~ 12 71' 

と三塁丞
こ円悲頑

温？己令2で
5偏珊目

てとのな 踊の特の笹りた援披 やどイつ睦 魚広 O ホ r竺
い歓日どり上別子川にはと露踊のアて妙住げ、人 り宮F

’ ま声 一 、をで、 出どのはカ、拍 、り 皆グ、な久まが， ，R‘’ 
しに日会披カ‘j憤も各境 4ト手盛をさルポ司雄し笑｜ ヨ＝:: 
た包、場露わ。た保官－匝iをん次ん lラ会さた顔 iι陀J
。ま笑はすい舞ち育’良の浴な々がプンにん。で与 . I、
れいこるい台も所了l 祭ぴ戸と歌なテのの ふ U’ 

－
富
山
職
業
訓
練
短
大
生

募
集
定
員

機
械
シ
ス
テ
ム
系
・：

ω名
電

気

・
電
チ
シ
ス
テ
ム
系

：－

m名
情
報
シ
ス
テ
ム
系
・
：
初

名
居
住
シ
ス
テ
ム
系
：
・
初
名

願
書
受
付
け

平
成
4
年
1
月
初

日
開
i
2
H
7
日

ω

試
験
日

ヂ
成
4
年
2
月
四

uω

平成 3年12月分

くらしの情報

ホット求人情報

朝
日
中
学
の
2
年
生
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
勉
強

日
月

2
口、

3
日
の
学
園
祭
を

前
に
、
朝
日
中
学
校
の

2
年
牛
が

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
動
の
実

態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
の
皆
さ
ん
は
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
テ
ー
マ
を
決
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
な
ど
の
活
動
状
況
を
調
査
。

と
り
ま
と
め
た
結
果
を
学
園
祭
で

展
示
発
表
し
ま
し
た
。

水
島
知
美
さ
ん
（泊高）
に

県
社
会
福
祉
僚
議
会
長
表
彰

ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
作
文
｜

日
月
日
日
に
富
山
県
民
会
館
で

開
催
さ
れ
た
第
3
回
富
山
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
大
会
の
席
上
、
泊
高
等

学
校
3
年
の
水
島
知
美
さ
ん
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
作
文

「優

し
さ
の
原
点
」
が
、
見
事
最
優
秀

作
品
に
選
ば
れ
、
富
山
県
社
会
福

祉
協
議
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

、，e、..... ‘’‘、... 、

手
当
」

・
1
月

8
日
附
「
高
齢
者

の
病
気
と
看
護
」
「
お
年
寄
り
を

寝
た
き
り
に
し
な
い
た
め
の
介
護

の
工
夫
」

・
2
月
ロ
日
同
「
こ
ん

な
時
ど
う
す
る
／
内
科
的
応
急
手

当
」
「
人
が
倒
れ
て
い

た
ら
」
・

3
月
日
日
附

「
子
ど
も
の
故
急
と

石
護
」
「
や
け
ど
、
誤
飲
な
ど
チ

ど
も
に
多
い
病
気
や
事
故
の
予
防

と
手
当
」

場
所

引
…
部
保
健
所
講
堂

受
講
料

無
料

申
込
み

・
問

合

せ

毎

回

1
週
間

前
ま
で
に
架
部
保
健
所
（
告
白
H

1
2
2
4
）
へ
。

合r耳障人情報一覧表』むごflJllJ下さい．｛商工観光線カウン？ーに展示）

合〈わしいニと＜：.魚..公共’E寮安定所験自分:I:!!82-0198へお問い合わせ＜ 1：喜いe

－
ふ
く
し
の
窓
＠

澗
歯

師羽部
－－－

f
r
m
・－－－

あ
な
た
の
善
意
を
「
愛
の
袋
」
へ

ー
綾
来
た
す
け
あ
い
運
動
｜

今
年
も

「歳
末
た
す
け
あ
い
運

動
」
が
は
月
1
日
か
ら
実
施
さ
れ

ま
す
。
谷
地
区
の
民
生
委
只
さ
ん
、

町
内
会
民
さ
ん
か
ら

「愛
の
袋
」

が
お
宅
に
届
き
ま
し
た
ら
、
皆
さ

ん
の
心
温
ま
る
善
意
を
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

賛
助
会
員
加
入
状
況

松
田
毅
、
石
井
敏
、
鍛
治
昭
三
、

鍛
治
登
、
鍛
治
ハ寸
、
金
井
俊
男
、

沢
田
淳
吾
、
消
水
邦
夫
、
清
水
賢

二
、
清
水
一
朗
、
清
水
立
久
、
清

水
清
峰
、
清
水
博
、
清
水
信
一
、

高
田
克
、
高
田
益
蔵
、清
水
節
子
、

清
水
美
紀
子
、
林
得
明
、
伊
藤
政

博
、
伊
藤
久
子
、
伊
藤
淳
子
、
坂

口
初
枝
、
伊
藤
マ

キ
子
、
弓
野
ひ

と
み
、
氷
見
徳
太
郎
以
上
部
名

ω口
（
日
月

9
日
現
在
）

このほど町老人クラブ連合会の皆さ
ん約1200人ガ惨加し，町内全威で清
掃ボランティフコを行いました。

ありがと う

あたたかい忘

喝
。三枚橋藤田量司さんから i

亡父覚平きんが生前お世話 ま

になったお礼として ~ 

100,000円 g

O月山新西井昭夫さんから

亡母ちよさんの供養として

100,000円

。大屋大谷克憲さんから亡

父銃雌さんが生前お世話に 喜

なったおネしとして ~ 

150,000円 手

30,000円事

＠ 朝日町善意銀行

( 9月21日～10月20日）

町
民
総
合
体
育
館

g
m
W
1
1
8
3
8
 

山
大
蔵
省

富

山

財

務

事

務

所

山

一
国
有
財
産
に
関
す
る

叩

…

行
政
相
談

一

皆
さ
ん
の
敷
地
内
に
、
元
の
農

道
や
水
路
敷
な
ど
の
固
有
地
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
富
山
財
務
事
務
所

で
は
、
将
米
あ
な
た
が
土
地
を
わ
河

口
し
た
り
建
物
を
新
築
し
た
り
す

る
際
、
何
か
と
障
害
に
な
る
固
有

地
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日

比
月
刊
日

ω
午
前
叩

時

1
午
後
4
時

場
所

役
場
l
階
第

1
会
議
室

相
談
員

大
蔵
省
富
山
財
務
半
務

所
管
財
第
二
課
固
有
財
産
管
理
官

日時

会場

チケット

臼

国

みんTaて嬢じ〈

J~－~と~35ぜf
’却を待コてi>~o

l問い合わせj
朝日町連合青年団

ft83-J560へ。

。とく名さんより

日川」老齢基礎年金の
日川ι繰上げ請求は慎重に

一Li竺老齢基礎年金は原則

訂叶川」として何歳から受ナら
一三骨』一バ

－ゆ同一れますが、希望があれ

一金一ばω歳から繰上げて受
汀斗けることができます。

日戸」ただし、年齢に応じて

減額され、その半は一生変わ

りません。また、次めような

点にも注意が必要です。

・ωほから老齢厚生（共・出）
年金を受ける権利があっても

臼歳まで止められます。

・遺族厚生（共済）年金を受

ける事態が起こったとき、旬

、成まではどちらか一つしか受

けられません。

・臼歳までに障害者になった

場合、障害基礎年金は受けら

れません。

なお、繰上げ縞ポは、誕生

月中の誕生日以後に行わない

と、誕生月からその申請月分

までが減額されますので詳し

いことは

役場年金

係へお問

い合せ下

さい。

年齢 支給i名

60議 58% 

61 j没 65% 

62議 72% 

63 雨量 80% 

64後 89% 

65歳 100% 

－
平
成

3
年
位
月
号
＠

日立口尊…・他者に絞ることなく ．世に処し，自分の人格と威厳をしっかりと保つことをいう。。。

そ
の
他

応
募
資
格

・
試
験
科
目

な
ど
詳
し
く
は
富
山
職
業
訓
練
短

期
大
学
校
学
生
課
（
宮

U
1
5
5

5
2
）
へ
。

山
い
ざ
と
い
う
と
き
の
応
急
手
当
法

一
家

庭

看

護

教

室

日程と内容－u月日HW「こ
んな時どうする／外科的応急

整理 求人事院樋 王手由主 賃 金 性別
就業湯所 採用 資免格経験

番号 休 日 人数 2午等

司E 務 員
18才ー 140,000-

女
朝日町笹川 高校卒程度

so才 150,000 日祝 普通免許

2 司区 務 員
18才～ 130,000-

女
朝日IBJ道下

2 高校卒
45才 150,000 日祝

3 製 是主 エ
18才一 I 18,000 女

朝日町大家屋
5 

高校卒
45才 日祝他年104日 不問

4 組 立 エ
18才ー 117,600-

女
朝日町大家庄

7 不問
50才 120,000 日祝．土曜月2回 不問

5 金原製品加工
18才ー 100,000～ 

女
羽田町下野

2 
不問

50才 200,000 日干兄他第4土曜 不問

6 配管エ及び 20才ー 194,000-
男

朝日町道下
3 

不問
見 習 40才 250,000 日 普通免許

7 肩;t ' 土エ
20才～ 250,000～ 

男
朝日町笹川

2 不問
50才 287,500 日 不問

8 進 車E 手
21才ー 180,000～ 

男
朝日町三枚橋

5 
不問

so才 240,000 日祝他 大型

9 ボ デー総立エ
18才ー 105,000～ 

男女
朝日町桜町

2 
不問

45才 160,000 日祝，第2土磯 不問

10 一般土木作幾員
20才～ 120,000-

男女
朝日町沼保

8 
不問

60才 220,000 日．第4土濯 智通免許

内柔口口……内面Ii柔弱であるが句外見Ii剛強に見えること。また，本当Ii気が弱いのだが．強そうに見せかけていることの(10 



－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版

⑪

住
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
住
宅
融
資

種
類

マ
イ
ホ
ー
ム
新
築
資
金
、

建
て
売
り
住
宅
資
金
、
田
園
住
宅

資
金

受
付
け
・
申
込
み
先

ロ
月
初
日

ま
で

「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱

店
」
と
表
示
さ
れ
た
金
融
機
関
へ
。

問
合
せ

住
宅
金
融
公
庫
北
陸
支

店

（

宮

0
7
6
2
1
m
H
3
4
2

1
）
へ
。術

併

草
犬
関

のひ
展

b
d

活

支
仰

品再

P
1

谷口山郷をはじめとする

日本表現派や;;;i；山県出身の

洋画家予定谷政之助の作品等

に加え．今秋寄贈された作

品も展示しています。

大人 200円こども 100円入場料

愛の献血
協力者名（同月実施分、人以印

は刷。刷、※印は成分、その他

は捌叫献血者）

境地区※水島明香、水島綾美、

水島勝義宮崎地区会岩荘英

樹、※波間教子、水’昂砂織、

笹川地区※小林菊美、※小林

文子、小林武崎、竹内静子、

勝田夕美、長井俊子泊地区

食谷口直行、大殿村康彦、

河村智明、合入膳哲也、

｜歳未のサイレン嶋｜
歳末特~111般のサイレン

を次のとおり欧喚しますの

で，火災と間違えないよう

ご注意ください。

・日時

12月28日～12月31日

午前7時と午後9持

－欧E島方法 15秒11)¥P.島のあ

と6秒1本み（断絞3図）

くらしの情報室

女
平 会

町の工事発注状況くH3.10.1～10.30>
t町が入札を行ったもの
を拘縦しています．

ヱ 署長 名 場所 予完 成定
官官

負軍iJi 署長 司吉 担当富良
空註

師中丁、日必明維白持病4院1葺総鰍修務総当荏工事 泊中町 3.11.30 1.045.450 宇艮 渇主 車且 主主主宣告県

一泊病般際院築隊療物H集E楽積物場焼新却築炉工事上屋及び F肉病l淀i 3.11.30 4.171. 500 小芸槌株川主式主会設社工 泊病院

l菊保小さ対立総主主昌1t.ff~修総工事 F軒 イ泉 3.11.25 4‘532,000 勝凶板金 帯教会貝育会

南保保持1土越地地改区良附重水苦仰路1事改修業工事務 簡保魁 3.11.15 978,500 府県民会社 足是 林
土＊＇＇聖EZ生 オく8l:ょ2車

飯県単谷土用地水改改修良工絞事備事裁 南｛華量生，谷 3.11.20 2,317,500 鰻谷道~；：生工 農林
幾株式会社 水産課

縦県上田位H土也地区鹿改良i直務改4良州事・業暗渠排水工事 4安 田T 3.12.20 9,3n,ooo 有限会社 農林
大森控室生 水車産鰍

農農業村適用正水悠路総合2号型在世線m事改修業工 事 下野 4. 3 .20 18争797,500 ｛ω広川総 水E甚産総林

林山崎業集貯水'fl§定場住用器地量強産4重1苦H備工事事業 山自奇 3.12.20 4.583.500 株居室式熊 工会業社 Z水芸車n林諜

町防空道宇拶東業11-!ltti毎熔線御密機械工事 E在；信聖子 3.11.30 3.914,000 株氷見式エ会紫社戸斤 建設Oill

m無rlu官11軍会駐洲街町づT環く~対りS桜！'ft以重肖量管工事 lI区エ司王 松涛匝T 3.12.10 17 ,510.000 株式会社
軍基E宜富良進期工裁所

県止誌がt山側助事項佐機路大自工事 機 E邑 3.12.10 1.709,800 日113克 Ill ま且 農水産E林Z製

主U草2・単野土地地区改終逃良拡型在備脇事工 業事 E草野 3.12. 20 7,107.00() 併篠と式会 社 J:'J, キ4
闘車且 水艦器且

績日早単土地区改路良型在イ｛惨締本業 機＊ 3.11.30 1.442,000 （付 xi.:HI At且
農林

水 地 水改エ砂 水産課

朝渉i日盤改l県修立工自羽然毛公間施設唱話術事裁 宮崎 3 .11. 30 6.128,500 竹内線
目指 エ；
観光線

朝 日 帰3政Z自然公開施貫生態倫理詳業 城山 3. 11. 30 1, 596, 500 竹内組 観陶光工線焼却炉設工事

1間県且保主高治平山補ヨニ裕助事業 南保 3. 12. 25 2.369,000 続谷建会設社工 農水産林事長業妹式

防百f宮，U宮裕米司軍存E曹ti縁体線r肖~配管工事 束事聖子 3 .12. 10 12.875.000 株式会社戸斤 主主量生i!l!
氷見エ 梁

~~崎l1治山補谷助事~業 Ill 崎 3. 12. 25 3.007.600 有限会社
農水産林課

山誕生戸工 大森雄 Rll:

県山単崎治炎T山段輪軒II助工務事業 山崎 3.12.25 2,842,800 有限会社 農林
土井技量生 水ぽ器製

県.ttl土地改区店良主銭i息4何事苦韮総 小者F.iltl 4. 3 .20 9.939,500 小川主主主主工 農林
小夜池I也 鋭iヱ事 重量徐式会社 水量話線

林県単i箆林小i平亘E書池副議線事工事業 山崎 3.12.25 1.854 .000 共和土木 農林
株式会社 水産f.11¥

無町宮滋町主W主fー街水町づ商く店りT事:Ill業郎総流笥・消ヱ通が I脅オt岡T 3.12.20 4,459,900 糊荒川紘 建設総

水力軍基官Z施設周辺地級交付金修業 鳩 4. 3 .10 5,819,500 ヰ守隙ぬ 会主土 4聖2立幼4
続地区周緋水絡f刷工事 水工業

民主。崎単土地改区良道軍基備が霊安芸能 山崎総 3.12.20 4,635,000 ノl、IIほ誕百生こE 農林
LlJ 継地焼香111 工事 重量在来式会社 水産課

無波長松野街泌づくり務総総 松泌聞丁 3.12.20 13.081,000 隊式会社 建設燦
圃Ti道 匝I環状消曾工事21区工事 浪周工業所

通
商
産
業
省
で
は
、
全
国
一
斉

に
製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
し
た
工
業
統
計
調
査
と
石
油
等
消

費
構
造
統
計
調
査
を
日
月
白
日
現

在
で
実
施
し
ま
す
。
両
調
査
は
、

わ
が
国
の
工
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
今
後

生活！鴎昂1聯
11月分（毎月10日現在調査） 単位 ：円

平 均価格

間 名 11月前月比前年伺月比

プf ソリン
イ1 （併売le J 132 o - io 

ifk n J山
(I記述18.el 1.013 o -136 

製

LI L p ヵr ス 3 042 - 31 + 242 
"" ( 5 m’） 

；今 月i・ m j先刻
日 ｛中性洗剤600mt) 256 + l + l 

ティシュベ ー← 11γ ＼ 
用 (400校紙箱入。｝ ） 159 I吐u + 1 

n トイレ γ トペ ーパ ー 283 0 + 21 
（般紙ロール4側組） ぷご『、

食 パ ン再三万
（郎副16枚入り） に！J8 0 - 7 

マ ー ガリン
}JJJ (450g 1 5白） 361 + 24 + 41 

しょ う j自
工 (l s eピン人＇） ) 565 0 + 48 

食サラタ i由 328 - 14 - 24 
（ポリ務総700g人リ ）

“け” ζー J. A、 94 + 2 + 2 
（もめん l丁）

’， .. 礼
( l tバック入り ｝ 241 - 11 + 21 

戸

'I' I勾 Cl ：；＇~
（中｜れも10-0g ) 3堤Q_:J1 ー 71

生 (ti＇肉もも10加古 内 190 0 + 3 

裁 ｛戸）~ Oil
(Mサイズl前回与／ 232 + 13 - 3 

量主

ci:. fa ぎ
（持逸品 lkg) 207 十 11 - 8 

食（;f iしいし ょ 312 + 30 + 81 
（普i忌品 lkg) f'("f). 

品キ ャ ベ ツ 7 ぐでて
ぽ i仙 lkg) 341つ－τ3、J91 + 31 

人 参 丈 J

（普通，司， lkg) 361 - 59 - 2 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

柳
ゆ
か
り
、
会
大
西
猪
三
雄
、

大
沢
嘉
津
明
、
会
下
沢
由
香
、
会

村
口
隆
志
、

※
田
中
良
子
、
※
柳

下
善

一
、
※
荒
尾
ヤ
ス
子
、

※
藤

田
和
彦
、

※
名
取
賞
、
※
加
藤
優

志
、
※
高
島
直
子
、

※
深
松
俊
枝
、

※
河
村
浩
、

※
大
平
祥
司
、
※
越

坂
邦
夫
、

※
平
崎
加
代
子
、

※
水

野
弘
、
※
田
中
み
か
子
、大
村
誠
、

長
津
孝
司
、
平
坂
長
博
、
折
谷
律

子
、
江
淵
香
、
伊
藤
真
由
美
、
松

原
朋
子
、
中
山
伸
夫
、
平
田
千
秋
、

平
田
将
俊
、
米
田
健
一
、
浦
田
朱

美
、
藤
田
聴
、
川
上
良
子
、
中
島

智
明
、
寺
田
早
織
、
岡
本
仁
一
、

湯
島
昭
、
広
川
通
久
、
魚
住
智
子
、

入
江
誠
、
池
田
早
苗
、
石
崎
宏
克
、

砂
田
志
保
、

寺
田
洋
子
、
下
津
隆

洋
、
竹
中
大
介
、
岡
静
男
、
山
崎

の
施
策
の
基
礎
資
料
と
な
る
重
要

な
調
査
で
す
。

ロ
月
下
旬
に
一調
査
員
が
各
事
業

所
を
訪
問
し、

調
査
票
の
配
布
収

集
を
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願

い
し
ま
す
。

な
お
、
収
集
さ
れ
た
調
査
票
の

内
容
は
秘
密
と
さ
れ
、
統
計
以
外

の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

1な

実
、
中
陣
里
香
、
金
津
浩
子
、
梅

沢
直
子

五
箇
庄
地
区
安
島
田
昇
、

会
浜
田
光
司
、
※
荒
木
陽
正
、

※

贋
回
答
子
、
※
山
崎
均
、
属
国
静

雄
、
南
茂
朱
皇
、
西
田
千
里
、
近

藤
慎
吾
、
西
国
真
佐
夫
、
大
久
保

淳
、
窪
田
隆
記
、
大
島
輝
雄
、
南

茂
志
穂
、
西
村
康
子

南
保
地
区

公
松
原
俊
一

、
女
大
森
進
二
、
※

谷
靖
夫
、

※
中
島
精
一

、
※
長
津

清
忠
、

※
岩
井
正
美
、
大
森
一
規
、

川
上
由
佳
理
、
長
崎
憲

一
、
竹
内

綾
乃

山
崎
地
区
女
大
井
博
徳
、

会
名
越
正
生
、
※
善
方
敏
雄
、

※

小
杉
誌
博
、
※
本
国
淳
子
、
※
安

達
万
紀
子
、
水
野
哲
也
、
大
蔵
宏

子
、
鍋
島
由
香
、
堀

一
朝
子
、
山

崎
麻
衣
子
、
水
野
由
香
、
七
樺
将

人
、
長
津
弥
生
、
水
野
貢

大
家

ラ守ジ、ヤパンエキスポ富山’92

｜ 当日券の20%引き ｜ 

お得な前売入場券発売中
問い合せ ・申し込みは，朝日町

i樹工観光線）ft83-1100内線119)

ハ、。

第 ｜；期前売期間（12月31日まで）

庄
地
区
※
清
水
誠
、

※
高
瀬
宣
博
、

※
住
吉
雅
人
、
※
土
用
純
、

※
清

水
哲
人
、
※
坂
口
洋
紀
、

※
坂
口
e

弘
文
、

※
由
井
久
也
、
住
吉
透
、

坂
本
陸
子
、
鍛
治
淳

一
、
藤
田
直

一

志、

山
岡
敏
彦
、
能
島
和
子
、
花

．

井
英
理
子
、
由
井
賞
子
（
以
上

回
名
）

〈〉ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

マ
釧
路
市
の
金
井
俊
一
さ
ん
か
ら

五
箇
庄
小
学
校
に
教
育
用
図
書

m
h

冊
（
刊
万
円
相
当
）

マ
月
山
の
寺
田
啓
次
さ
ん
か
ら
五

箇
庄
小
学
校
へ
応
接
室
用
備
品
（
5

万
円
相
当
）

マ
月
山
の
吉
井
初
枝
さ
ん
か
ら
五

箇
庄
小
学
校
へ
職
員
室
用
カ
｜
テ

（
3
万

4
0
0
0
円
相
当
）

、
ノ

あ
な
た
の

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

口口東風…・・人の意見などを心に留めずに聞き流すことのた とえ。

新
し
い
本

（
一
般
書
）

吋
凪
族
（
上
下）

シ
ド
ニ

ィ

・
シ
ェ
ル
ダ
ン

時

計

を

は

ず

し

て

伊

集

院

静

神
僚
が
く
れ
た
亦
ん
助宇

都
宮
直
子

い
ま
、
女
と
し
て
（
上
下
）

eむ

υa偽
ひ

金

貸

姫

愛
す
る
人
へ
贈
る
言
葉

武
田
鉄
矢

付

勺

ゆ

っ

%

’

A

Lゅ
ん
し
人

中
国
の
傑
物

陳

舜
臣

僚
が
＋
和
布
団
の
ク
ル
マ
運
転
術

徳
大
寺
有
恒

男
に
つ
い
て
の
ロ
意

宮
本
美
智
子

司
馬
遼
太
郎

マ
l
ル
社

（ 王手風土
小 銭塵f
説 イ抄：
） ラ

ス
ト

(I~ 

『』沼恵i;;;臨遺書留掴耐強。官誼2

.. 醐掴靭擁融剤師惣輯世S

小
暗
い
森
（
上
下
）
加
賀
乙
彦

’

ハ
マ
ボ
ウ
フ
ウ
の
花
や
風

棚

椎

名

誠

間

十
樟
川
警
部

・
怒
り
の
追
跡
（
上

院

下
）

西
村
京
太
郎

こ
の
空
を
飛
べ
た
ら

菊？
亭ご
八ゃ
百勿
善f
グ〉

人
び
と中

島
み
ゆ

き

宮
尾
登
美
子

窓

森

村
誠

一

超
電
導
ナ
イ
ト
ク
ラ
ブ

紫
の
女E

殺
人
事
件

内村
田上
康
夫 龍

本
の
紹
介

「
サ
イ
モ
ン
・
セ
ッ
ズ
」

些
病
問
山

ふ

百口口長……あらゆる薬の中かしらということ。 酒を褒める言1案。

み

ト
I
l
i－
－

「東
京
ラ
プ
ス
ト
ー
リ
ー
」
な

一山

ど
で
人
気
絶
大
の
柴
門
ふ
み
。
家

庭
の
こ
と
か
ら
友
人
た
ち
の
こ
と
、

恋
愛
問
題
な
ど
な
ど
。
主
婦
で
あ

り
、
母
で
あ
り
、
マ
ン
ガ
家
で
あ

る
彼
女
の
さ
わ
や
か
エ

ッ
セ
イ
。

－
平
成
3
年
刊
は
月
号
＠

(I~ 



I 

山、、ぇ.. ,, ¥,. 
九＼ 、

＼＼心；し

一一 パソコン教室に白人

身近な話題を待っています（公83-1100内線204）ヘ。

白方のえで
わが田了界発見

一一 芯、るさと歩道探勝ウオーク 一一

町
の
名
所
、
旧
跡
を
尖
際
に
歩

い
て
見
て
回
る
「
朝
日
ふ
る
さ
と

歩
道
探
勝
ウ
ォ

1
ク
」
が
十

一
月

三
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
足
に
自
信
の
あ
る

皆
さ
ん
約
四
十
人
が
参
加
。

小
川

ん
つ

Z
L
a
q
色
マ

av
ピ
普

温
泉
か
ら
三
時
、
七
重
荷
を
経
て
、

城
山
か
ら
鹿
島
神
社
に
至
る
約
十

J
の
コ
ー
ス
を
楽
し
く
見
て
歩
き
。

秋
晴
れ
の
な
か
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

旅
人
気
分
に
反
り
な
が
ら
白
分
の

足
で
ふ
る
さ
と
の
道
を
歩
き
ま
し

た
。

あなたの回りの広報係では，

~ey~φ必偲dJ

長~泉村i i品京町

長 持 征久上横尾

長男優若広町

2女愛米 11:町

長女手I希子下道下
2 i( ちはや平柳二区

長女愛柑沙旭ケ丘

長男鷹 也 Af!.ヶ王子ー

長女－ 彩 帯 駅 南 保

以j

下山新

♂ 吋

楽じく画面とに5めつ ζ

新たな 1ページをお祝sい

三人目の誕生
おめでとうございます

筒井謙治 3女 Jl. 結荒HI－丁目

本村維宏 3 J~ ~定 平荒川三丁目

伊総静史長男孝 倫大家庄

成 国博文 2労捌予後 凶

~lk窃＠色巴屋高

長男・5 也
長女狩

松下茂

平滋滋康

小桜栄ifi
－舟見紙悦

1111名武

佐回国1司／.

七部消{Et

高松兵一

絹

川

潮

崎

多

川

玉

村

橋

田

谷

滞

谷

山

川
は
成
宮
本
長
阿
草
三
魚
木
松
宮
米
大
宮
口

桐

板

山

谷

小

佐

中

石

下

鍋

梅

，EE
，、目目、，
E
E
F

、E

目、，
E

．，、．．
 
、，
．．
 
，、．EE
、，a
a

，、a
E

、，
E
E
J

、EE
、
，aE
，、目目、，
E
E
J

、，，、
，EE
J

、EI
、，
I
EJ

、tE
、，
E
E

，、目目、，
E
E
J

、目目、，
a
z

，、a目、

十

一
月
十
一
日
か
ら
十
日
間、

朝
日
中
学
校
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー

ル
ー
ム
で
初
級
者
を
対
象
に
し
た

パ
ソ
コ
ン
教
室
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

魚
津
て
業
高
校
の
三
人
の
先
生

を
講
師
に
迎
え
た
こ
の
整
室
に
は
、

女
性
十
一
人
を
含
む
こ
卜
代
か
ら

六
十
代
ま
で
の
二
十
二
人
が
参
列

一
人
一
台
ず
つ
の
パ
ソ
コ
ン
を
使

い
、
図
形
、
グ
ラ
フ
の
作
成
を
は

じ
め
、
表
計
算
や
・
キ
ャ
プ
テ
ン
シ

ス
テ
ム
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
な
ど
を

熱
心
に
学
び
ま
し
た
。

最
初
は
恐
る
恐
る
キ
ー
を
た
た

い
て
い
た
受
講
者
の
皆
さ
ん
も
、

日
を
追
フ
ご
と
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

と
仲
良
し
に
。
楽
し
く
刷
出
と
向

き
あ
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一一 朝日中学校か創校10周年 一一

昭
和
五
十
七
年
、
当
時
町
に
二

校
あ
っ
た
・
中
学
校
、
旧
の
泊
中
学

校
と
小
川
中
学
校
が
統
合
さ
れ
、

朝
日
中
学
校
が
誕
生
し
て
今
年
で

ち
ょ
う
ど
十
年
。

こ
れ
を
記
念
し

て
同
校
で
は
十

一
月
三
日
に
記
念

式
典
を
行
う
と
と
も
に
、
二
日、

三
日
の
両
日
、

「生
か
せ
十
年
の

歩
み
新
た
な
未
来
へ
」
を
テ
ー

マ
に
創
校
十
周
年
記
念
の
学
同
製

を
開
催
し
ま
し
た
。

学
園
祭
で
は
、
会
場
の
入
り
け

に
空
き
缶

一
万
個
を
使
っ
た
三
重

の
塔
や
国
会
議
事
堂
な
ど
の
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
が
置
か
れ
、
訪
れ
た
父

兄
ら
を
感
心
さ
せ
た
ほ
か
、
学
年

ご
と
の
作
品
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
コ

ー
ナ
ー
も
設
置
。

ス
テ
ー
ジ
で
は

合
唱
や
合
奏
、
創
作
劇
を
披
露
す

る
な
ど
、
同
校
の
十
周
年
を
盛
大

に
杭
い
ま
し
た
。

西下町
石川県

弥生町

人必町

松涛町

千繋県

荒川1i.了自
治川市

下道下

!Al flt市

ド近 F
魚津市
τl'・柳ーI文
入 善 町

縦 町

和

チ

学

世

也

ιJ
之
耐
火
突
英
附
吋
み

ゆ

す

逮

伊

典

ま

正

雄

聡

東

回

i：ド
下＇~l
Jfj( 

先

「
桜
花
清
流
」
の
碑
建
立

｜
舟
川
の
桜
並
木
に
記
念
碑
｜

今
年
の
四
片
、
日
本
さ
く
ら
の

会
か
ら
桜
の
功
労
者
と
し
て
表
彰

さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
舟
川
新

桜
並
木
保
存
会
の
皆
さ
ん
が
舟
川

堤
に
石
碑
を
建
て
、

十

一
月
十
七

日
に
除
幕
式
を
行
い
ま
し
た
。

町
の
地
域
活
性
化
事
業
の
補
助

金
を
利
用
し
て
建
て
ら
れ
た
碑
に

は
、
魚
津
町
長
の
書
に
よ
る
「
接

花
清
流
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
、
見

い
お
な
縦
お
よ
そ
二
百
本
が
立
ち
並

ぶ
舟
川
の
ほ
と
り
を
静
か
に
見
守

っ
て
い
ま
す
。

宮山市

中長 町
県部市

JI!!ヶ丘
三 枚 僑

,"ffi Jll 
巣部市

弁ノ口

人勢町

舟川新

東三浦町

事日 j告

千｛；守炎

光治

維炎

裕之
美栄子

之

江

修

ーや
康博

香代子

生
チろ

古

田

ひ

悦

丘
．
曲

本

本

Ill 

波

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

．
，
色
奮
植
え
込
み

｜
歴
史
公
園
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
槙
｜

朝
日
町
花
き
球
組
組
合
の
皆
さ

ん
が
十

一
月
十
三
H
、
六
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
歴
史
公
固
め
入
り
U
に

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
球
抑制
約
三
千
球

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
植
え
ま
し
れ
J
3

球
根
は
白
雪
姫
や
ア
ン
ジ
ル
ケ
、

横
浜
な
ど
全
部
で
十
三
種
類
。
来

年
の
四
月
二
十
日
ご
ろ
か
ら
五
月

の
連
休
明
け
に
か
け、

白
や
赤
、

黄
色
な
ど
の
花
を
咲
か
せ
、
歴
史

の
里
に
春
の
彩
り
を
添
え
そ
う
で

す
。
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前
…
り
鍋
は
、
大
豆
や
米
、
麦
な
ど
の
穀
物
を

も

偽

記

ん

煎
っ
た
り
、
餅
や
団
子
を
焼
く
の
に
昭
和
三
十

年
こ
ろ
ま
で
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
い
ろ
り
を
囲
み
、
ま
き
を
く
べ
な
が
ら

物
の
煮
炊
き
を
し
た
も
の
で
す
が
、

前
…
り
鍋
は

の
M
S

い
ろ
り
に
下
が
る
自
在
鈎
に
そ
の
鍋
ヅ
ル
を
掛

な

（煎り銅）

Eヨ月 E司表 I~~司 ；

突然大洞くつ l 

小川温泉元湯露天ぶろ i 

け
て
使
わ
れ
ま
し
た
。
煎
り
方
は
、
熱
し
た
鍋

に
お
搬

一
杯
分
の
穀
物
を
入
れ
、
時
々
し
ゃ
も

じ
な
ど
で
ま
ぜ
か
え
し
ま
す
。
火
力
が
強
い
と

外
側
ば
か
り
焦
げ
て
芯
が
残
る
の
で
火
加
減
に

は
大
変
気
を
使
い
ま
し
た
。

煎
り
鍋
は
鉄
製
で
、
左
右
両
側
に
付
い
た
耳

に
は
鍋
ヅ
ル
を
通
す
穴
が
五
個
ず
つ
空
い
て
い

ま
す
。

こ
の
穴
は
、
鍋
が
傾
い
た
と
き
に
鍋
ヅ

ル
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
傾
き
を
直
す

た
め
の
も
の
で
す
。
ま
た
、
煎
り
鍋
は
煮
炊
き

用
の
鍋
と
違
い
、
物
を
煎
り
や
す
く
す
る
た
め

に
鍋
底
が
浅
く
、

一千
に
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
鍋

を
床
に
お
ろ
し
た
と
き
に
ぐ
ら
つ
か
な
い
よ
う
、

鍋
尻
に
は
乳
首
の
よ
う
な
三
例
の
脚
が
付
け
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

煎
り
鍋
を
使
っ
て
作
ら
れ
た
お
や
つ
に
は
、

マ
エ
ダ
マ
や
煎
り
米
を
は
じ
め
、
煎
り
豆
、
焼

き
付
け
因
子
、
煎
り
粉
な
ど
数
多
く
の
も
の
が

あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
か
ら
お
な
か
を
す
か
し

て
帰
っ
て
き
た
子
ど
も
た
ち
に
と

っ
て
は
、
祖

母
や
母
が
手
間
暇
か
け
て
作
っ
た
手
作
り
の
お

や
つ
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
し
た
。

た品問ー代、一～ F

小Jllの上流，山ふところに

抱かれた小川温泉元湯は，開

湯以来400年という歴史あるi1'i:L

泉。ここの天然大綱〈つ露天

ぶろは， 11月に新しくなった

温泉の建物から歩ーいて 5分，

およそ500メートル上流にあり

ます。

小川温泉元泌を訪れた人は

もちろん， 登山客などにも人

気の高いこの天然露天ぶろの

岩肌には， j品泉に含まれる炭

酸カルシウムが長い1時間をか

けて沈殿してできたといわれ

る「石灰華J が，お協の湧出

口を中心に広 〈分布。昭和51

年には町の天然記念物として

の指定も受けています。

－
平
成

3
年
口
月
号

＠

叫噌宮喧噛・a.:

も先人のぬく

V
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と

一
か

月
。
雪
化
粧
を
し
た
山
々
が
日
に

日
に
近
く
な
り
、
朝
夕
の
冷
え
こ

み
も
一
段
と
厳
し
き
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
何
だ
か
や
り
残
し
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
る
よ
う
な
気
も

し
ま
す
が
、
間
も
な
く
新
し
い
年

が
や

っ
て
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
中

に
は
新
年
を
迎
え
る
準
備
を
始
め

た
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

V
き
て
、
ま
だ
一
か
月
あ
る
と
は

い
え
、
私
た
ち
の
町
で
は
今
年
も

い
ろ
い
ろ
な
出
来
事
が
あ
り
ま
し

た
。
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
は
じ

め
、
ふ
る
さ
と
美
術
館
や
生
涯
学

習
館
、
歴
史
公
園
な
ど
が
新
し
く

オ
ー
プ
ン
し
た
と
い
う
明
る
い
話

題
が
あ
っ
た
一
方
、
高
波
や
台
風

の
被
害
が
出
る
な
ど
の
暗
い
ニ
ュ

ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

V
広
報
あ
さ
ひ
新
年
号
で
は
、
こ

瞬、
十
日
う
し
た
町
の
一
年
間
を
振
り
返
る

聞
記

F

と
と
も
に
、
来
年
の
年
男

・
年
女

聞
出

’九

の
皆
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
、

一
新
し
い
年
へ
の
抱
負
な
ど
を
語
っ

．
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て
お
り
ま

一
す
。

カ γ コl待l手前月比世帯数 5.193(+ 1) 計 18.049( + 4) 女 9.562( + 8) 4) 男 8.487（一〔11月の人口〕


